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1111 月月  

3300 日日  
    

ダーバン会議COP17/CMP7（気候変動枠

組条約第 17 回締約国会議・京都議定書 7

回締約国会合）が始まった。 

会議に先立ち、気候変動が加速している

ことを突き付ける情報が次々に入ってきて

いる。世界気象機関（WMO）は、大気中

の温室効果ガス濃度が加速度的に上昇し、

このままでは破局シナリオに向かっている

ことを伝えた。国際エネルギー機関（IEA）

は、「世界エネルギー見通し 2011」で、産

業革命前からの気温上昇が 2度を下回る道

は閉ざされつつあり、2017年までに新しい

厳格な対策を取る必要があると警告した。

ダーバンでは、会議初日の豪雨・洪水によ

って 6人が死亡、数百人が被害を受ける事

態となり、気候変動の被害が世界の各地域

で広がっていることを、交渉関係者自身が

実感することとなった。 

もはや残された時間のない、切迫感が高

まるこの気候変動問題に、ダーバン会議は

どう立ち向かうことができるだろう？地球

の未来は救えるだろうか？ 

 

■■■■波乱もなく、交渉がスタート波乱もなく、交渉がスタート波乱もなく、交渉がスタート波乱もなく、交渉がスタート    

初日の歓迎式典で、フィゲレス条約事務

局長は、南アフリカのマンデラ元南アフリ

カ大統領の言葉「実現するまでは、それは

不可能のように思えるものだ」を引用し、

前向きな姿勢で交渉に望むよう訴えた。そ

の後、開会プレナリーで議題が採択され、

大きな波乱もなく交渉が始まった。 

 

■■■■「アフリカの「アフリカの「アフリカの「アフリカの大地大地大地大地を、京都議定書のを、京都議定書のを、京都議定書のを、京都議定書の    

墓場にすることは許さない」墓場にすることは許さない」墓場にすることは許さない」墓場にすることは許さない」    

ダーバン会議への期待は、決して高くな

いと言わざるを得ない。しかし、はっきり

しているのは、ここで、京都議定書第 2約

束期間に合意することが必要だとの機運が

高まっていることだ。京都をここで終わら

せてはならないというのは、まさに、第 2

約束期間に不参加を表明している日本に対

する真っ向からの抗議でありメッセージで

もある。第 2約束期間への合意は、先進国

に更なる行動を求めるということに加え、

現存する法的な削減枠組みを維持し、次な

るステップへつなげる意味がある。EU や

ノルウェーなども、包括的な法的枠組みが

必要であることを強調しながら、京都議定

書第 2約束期間をその移行プロセスとして

参加する意思を見せるのもそのためだ。 

アフリカグループは、非常にはっきりと、

ここを京都の墓場にするなとのメッセージ

を発した。後発開発途上国グループ（LDC）

も「京都議定書を救済するためにここに来

た」と明言した。 

一方、日本国内では、政府の地球温暖化

問題に関する閣僚委員会がダーバン会議の

基本方針を確認した。しかし、今の立場を

続ければ、「京都を生み、京都を殺した国だ」

と言われるかもしれない。 

 

■■■■期待されるのはパッケージ合意期待されるのはパッケージ合意期待されるのはパッケージ合意期待されるのはパッケージ合意    

 ダーバンの成果として期待されるのは、

①京都議定書の第2約束期間に関する合意、

②条約の下での包括的な法的枠組みに向け

た交渉開始の合意（マンデート）、③カンク

ン合意の完全実施のための合意、の３つに

よる“パッケージ合意”だ。いずれも重要

であり、どれかを欠くこともできない。最

後は、そこに歩み寄ろうとする各国の積極

的な譲歩が、ダーバンの成功を導くカギに

なるだろう。 

なんてこった、カナダ！なんてこった、カナダ！なんてこった、カナダ！なんてこった、カナダ！(eco1(eco1(eco1(eco11/291/291/291/29 抄訳抄訳抄訳抄訳))))    

これ以上悪化するとは思ってもみなかっ

た…。だが今、カナダは京都議定書から正

式に離脱するつもりであるようだ。これは、

京都議定書の第2約束期間を求め、世界の

気候変動防止のために集まっている国々を

冒涜する行為である。来月離脱しようとす

る予定のカナダが、なぜダーバンで議定書

の締約国会議の席に堂々と座っているのか、

各国は不思議に思うだろう。 

カナダは既に世界から気候変動問題の解

決に失敗している国として見られており、

このような報告は、ある意味、驚くことは

ないが、カナダの方針は非常に危険で非道

徳的である。 

また、カナダは国内で、タールサンド石

油生産の拡大に重きをおき、海外の再生可

能エネルギー政策の努力を無駄にしている。

昨日、世界の活動家たちは、カナダだけで

はなくパリ、ベルリン、オスロ、ストック

ホルムなどの都市で、カナダが気候変動問

題を犠牲にし、汚い石油市場を新しく開こ

うとしていることに対して反対するキャン

ペーンを行った。カナダの行為は、気候変

動問題の解決を進めようとしている国々か 

らの信頼を失うものであり、自国を孤立さ

せるだろう。 

 

ダーバンからドーハへダーバンからドーハへダーバンからドーハへダーバンからドーハへ    

来年のCOPの開催地は、候補地の韓国と

いずれになるか調整に長い時間がかかって

いたが、中東カタールの首都ドーハに内定

した。韓国は、直前の閣僚会合（プレCOP）

の開催地となることで決着を見た。

ダーバン会議のゆくえダーバン会議のゆくえダーバン会議のゆくえダーバン会議のゆくえ    
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ダーバン会議で実現されダーバン会議で実現されダーバン会議で実現されダーバン会議で実現され

るべきことるべきことるべきことるべきこと            (eco11/28(eco11/28(eco11/28(eco11/28 抄訳抄訳抄訳抄訳))))    

ダーバン会議では、これまでの成果を固

め、今後の道筋を明らかにするために、種々

の合意が実現されなければならない。会議

のカギとなる要素は次の通りである。 

 

【法的形式】【法的形式】【法的形式】【法的形式】    

第一に、京都議定書の将来を守るため、5

年間の第2約束期間に合意し、批准するこ

と。第二に、京都議定書第2約束期間とと

もに、包括的で公平で野心的な法的拘束力

ある合意を2015年までに実現し、2018年1

月から発効されるための強いマンデートが

必要である。第三に、京都議定書に参加し

ない先進国（もちろん米国のこと）のため

に、共通の算定ルールや低炭素開発戦略を

含む、共通で比較可能な枠組をつくること。 

 

【資金】【資金】【資金】【資金】    

移行委員会が合意した勧告を承認し、緑

の気候基金のガバナンスを採択すべきであ

る。しかし、中身のない基金は中身のない

財布のようなもの。長期資金源をいち早く、

また確実に確保することが重要だ。これは

2020年までに毎年1000億ドルの資金を拠

出することの合意、また革新的な資金源を

検討するための作業計画を採択することを

含む。また、締約国はIMO（国際海事機関）

とICAO（国際民間航空機関）に資金調達の

メカニズムを作るよう導かなくてはならな

い。それにより、途上国に実質的な負担を

かけずに温室効果ガスを削減することがで

きる。 

 

【緩和】【緩和】【緩和】【緩和】    

カンクンでの約束にもかかわらず、締約

国は、目標レベルをわずかに上げることさ

え避けている。ECOは、これが各国の代表

たちが現在の緩和における約束と2℃未満

目標の間のギャップをなくすための、作業

計画を準備しているからだと信じたい。ダ

ーバン会議では、この作業計画の詳細部分

について合意されることを期待する。締約

国はまた、拡大するギガトン・ギャップを

狭めるための方法を考えるべきだ。このた

めには第一に、現在の低い数値目標を引き

上げること、第二には悪質なLULUCFルール、

ホットエア、ダブルカウンティングのよう

な抜け穴を塞ぐべきである。 

 

【土地利用と土地利用変化と林業【土地利用と土地利用変化と林業【土地利用と土地利用変化と林業【土地利用と土地利用変化と林業部門部門部門部門

（（（（LULUCFLULUCFLULUCFLULUCF）】）】）】）】    

先進国は森林やその他の土地利用からの

温室効果ガス排出を隠すべく、提案をおこ

なっている。これは京都議定書の目標や環

境十全性を損ねるものだ。ダーバン会議は、

環境十全性を確保したルールを目指す途上

国をはじめとした国々にとって、最悪の選

択肢を拒む最後のチャンスとなる。 

 

【適応】【適応】【適応】【適応】    

気候変動による影響にもっとも脆弱な国

にとって、適応は生存をかけた問題である。 

今回の「アフリカのCOP」では、交渉担

当者たちは、将来起こるアフリカ大陸での

気候変動による劇的な影響を忘れてはなら

ない。特にアフリカ南部においては、厳し

いな干ばつや降雨量の変化に直面している。

適応に関しては、適応委員会の運用、損失

と損害に関する計画事業の具体化、国家適

応計画のためのガイドラインと様式の準備、

ナイロビ作業計画の次の期間に関して交渉

する必要がある。気候変動に脆弱な国々は

もう既に影響を受け始めていることからも、

適応に関する進展は必須だ。 

 

【共有ビジョン】【共有ビジョン】【共有ビジョン】【共有ビジョン】    

温室効果ガス排出のピークを2015年と

し、長期削減目標（2050年までに世界全

体で80％削減）とすることは、人類の生

き残りをかけた問題である。ECOは2つ

の重要原則を提案する。ひとつは、生存

する権利（つまり野心的な数値目標を設

定する）、もうひとつは持続可能な開発へ

の権利である。ダーバン会議では、締約

国がそれぞれ公平な分担をしなければな

らないということを理解した上で、これ

らの数値を確定させなければならない。 

【レビュー】【レビュー】【レビュー】【レビュー】    

グローバルな長期目標と、それを達成す

るプロセスのレビューのための取り決め事

項として、レビュー専門家機関がレビュー

を実施し、COP21までに適切な行動を勧告

することに合意する必要がある。 

 

【【【【MRVMRVMRVMRV（測定・報告・検証）】（測定・報告・検証）】（測定・報告・検証）】（測定・報告・検証）】    

MRVについては、隔年報告書に関するし

っかりとしたガイドライン、国際評価報告

（IAR）、国際協議分析（ICA）、先進国の算

定方法、REDD+のセーフガードに関する報告、

気候資金に関する報告書の共通フォーマッ

トを実現することを期待する。MRVは透明

性が全てだ。現在の交渉文書草案では、情

報へのアクセスやIARやICAへの市民参加

が保証されていないことにECOは唖然とし

ている。ステークホルダーの参加を確保す

ることはダーバン会議成功の重要な要素だ。 

 

【市場メカニズム】【市場メカニズム】【市場メカニズム】【市場メカニズム】    

CDMについて、大幅な改革が必要である。

実質的な排出量を削減することを確保する

新たな枠組みは、持続可能な開発を保証し、

人権を保護するものでなければならない。

つまり目標を弱めてしまう余剰AAUsや追

加的ではない炭素クレジットなどの抜け穴

も取り除かねばならない。そして、いかな

る市場メカニズムも、野心的で拘束力のあ

る削減義務を前提としなければならない。 

 

【技術】【技術】【技術】【技術】    

技術についても、実質的な成果を出さな

ければならない。気候技術センターとネッ

トワーク（CTCN）の基準にかかる問題が解

決されるべきだ。さらに技術執行委員会と

CTCNの報告についても議論されなければ

ならない。必要なのは、COPによって導か

れる、説明責任があり、透明性のあるメカ

ニズムである。技術に関する成果は、他の

重要な論点を支配しているような政治的意

志の欠乏の犠牲にあってはならず、ダーバ

ン会議で実現しなければいけない。 

世界の若者もダーバンに集まる世界の若者もダーバンに集まる世界の若者もダーバンに集まる世界の若者もダーバンに集まる    

若者たちのCOPである「COY（Conference 

Of Youth）」が 11月25～27日の 3日間にわ

たって開催された。500人の若者が世界中

から集まり、現在世代、将来世代のために

結束することを確認した。 

世界中から温暖化防止、脱原発、再生可

能エネルギー普及を世界各国に広げるた

め、引き続きCOP17で活動する予定だ。 


